
 

国立大学法人兵庫教育大学                    大学番号：６０ 

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 １ 全体評価 

 

【原文】 

「一方、中期計画に掲げている科学研究費

補助金の採択件数を２割増加を図ることに

ついては、達成していないことから、取組

を十分には実施していない。」 

 

【申立内容】 

 【修正文案】の通り変更願いたい。 

 

【修正文案】 

「一方、中期計画に掲げている科学研究費

補助金の採択件数を２割増加を図ることに

ついては、達成していないことから、更な

る取組が求められる。 

 

【理由】 

 本学は、法人化以前から外部研究資金の

積極的な獲得に取り組んできており、科学

研究費補助金の採択件数が平成12年度32件

、13年度32件、14年度33件であったものに

対して、15年度は45件に躍進したところで

ある。 

本学では、法人化を契機に更なる取組を

推進するため、急増した15年度を基準とし

て、あえて科学研究費補助金の採択件数の

２割増加という高い数値目標を設定した。

このことから、研究支援体制を強化するた

め，学系長会議や事務支援組織を整備した

ことにより，科学研究費補助金の獲得のほ

か，本学の特色を活かしたＧＰを毎年１～

３件新規に獲得するなどの成果を上げてき

た。 

しかしながら、16～19年度の評価結果に

おいて科学研究費補助金の採択件数の２割

【対応】 

 意見を踏まえ、下記のとおり修正する。

 

『一方、中期計画に掲げている科学研究費

補助金の採択件数を２割増加を図ることに

ついては、達成していないことから、さら

なる取組が求められる。』 

 

【理由】 

 科学研究費補助金の採択件数の２割増加

は達成していないものの、平成20年度に実

施した平成16年度から平成19年度までの４

年間の業務の実績に関する評価結果におけ

る評価委員会の指摘を踏まえ、平成19年度

に比べ、平成21年度においては、採択件数

及び申請件数が増加していると認められる

ため。 
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の増加が図られていないとの指摘を受け、

申請件数の増加を図った結果、21年度は、

基準とされる15年度と比較した場合、申請

件数は7件上回り、採択件数は1件下回った

ものの、採択金額は6,487千円上回った。 

したがって、当該目標の達成には至らな

かったが、中期目標そのものが採択件数と

いう学内の自助努力のみでは達成すること

ができない外的な要因を含んだものであっ

たことや中期目標期間中に全学的な研究支

援体制を整備することにより一定の成果を

上げてきたことから原文を修正願いたい。
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国立大学法人兵庫教育大学                    大学番号：６０   

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 ２ 項目別評価 

  Ⅱ 業務運営・財務内容等の状況 

  （２）財務内容の改善に関する目標 

 

【原文】 

○平成16～19年度の評価結果において評価

委員会が課題として指摘した、科学研究費

補助金の採択件数の２割増加が図られてい

なかったことについては、獲得に向けて学

内アドバイザリースタッフによるサポート

を行い、申請件数の増加は図られているも

のの、平成15年度に比べ平成21年度におい

て採択件数が減少していることから、指摘

に対する取組が十分には行われていない。

 

【申立内容】 

 【修正文案】の通り変更願いたい。 

 

【修正文案】 

○平成16～19年度の評価結果において評価

委員会が課題として指摘した、科学研究費

補助金の採択件数の２割増加が図られてい

なかったことについては、獲得に向けて学

内アドバイザリースタッフによるサポート

を行い、申請件数の増加は図られているも

のの、平成15年度に比べ平成21年度におい

て採択件数が減少していることから、更な

る取組が求められる。 

 

【理由】 

 「１全体評価」の申立ての理由に同じ。

 

 

 

【対応】 

 意見を踏まえ、下記のとおり修正する。

 

 「財務内容の改善に関する目標」の課題

事項から削除し、注目事項において、下記

のとおり記載する。 
 
『○ 平成16～19年度の評価結果において

評価委員会が課題として指摘した、科学研

究費補助金の採択件数の２割増加が図られ

ていなかったことについては、獲得に向け

て学内アドバイザリースタッフによるサポ

ートを行い、申請件数及び採択件数の増加

が図られており、指摘に対する取組が行わ

れている。ただし、採択件数は、平成15年
度に比べ平成21年度において減少している

ことから、さらなる取組が期待される。』

 

【理由】 

 前述のとおり。 
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国立大学法人兵庫教育大学                    大学番号：６０   

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 ２ 項目別評価 

  Ⅱ 業務運営・財務内容等の状況 

  （２）財務内容の改善に関する目標 

 

【原文】 

（法人による自己評価と評価委員会の評価

が異なる事項） 

○「科学研究費補助金に積極的に応募し、

採択件数の２割の増加を図る。」（実績報

告書20頁・中期計画【145】）について、科

学研究費補助金の獲得に向けて学内アドバ

イザリースタッフによるサポートを行い、

申請件数の増加は図られているものの、採

択件数の２割の増加が図られていないこと

から、中期計画を十分には実施していない

ものと認められる。 

 

【申立内容】 

  削除し、評価の再考を願いたい。 

 

【理由】 

財務内容の改善に関する目標について 

は、中期計画の記載９事項中８事項が「中

期計画を上回って実施している」又は「中

期計画を十分に実施している」と認められ

ている。 

しかしながら、１事項については、「１

全体評価及び２項目別評価」の申立ての理

由により科学研究費補助金獲得のための目

標を達成することができなかったが、本学

では外部研究資金の獲得に全学をあげて積

極的に取り組んだことにより受託事業等の

受入れが15年度は４件（18,173千円）であ

ったものが21年度は15件（137,042千円）と

増加していることから、「【評定】中期目

標の達成状況が不十分である」については

【対応】 

 課題事項は原案のとおりとするが、前述

の意見も踏まえ、「財務内容の改善に関す

る目標」の評定を下記のとおり修正する。

 

『【評定】 中期目標の達成状況がおおむ

ね良好である 

（理由） 中期計画の記載９事項中８事項

が「中期計画を上回って実施している」又

は「中期計画を十分に実施している」と認

められ、１事項について「中期計画を十分

には実施していない」と認められるが、民

間教育産業との共同研究等外部資金獲得に

向けて取り組んでいること等を総合的に勘

案したことによる。』 

 

【理由】 

 外部研究資金の獲得に向けた取組を実施

していることは認められるものの、科学研

究費補助金の採択件数の２割増加は達成し

ていないため。 
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、受け入れ難く再度御検討願いたい。 

 

 

5


	業務運営・財務内容等 の達成状況の評価 



